
研究テーマ 

 

1） HPV 関連腫瘍における HPV 遺伝子解析  （倫理委員会承認番号 2647-R2） 

・新しい細胞変性効果(CPE)の探求 

・HPV 関連腫瘍における HPV 遺伝子での integration と episomal form の解析 

・LxCxG モチーフの解析 

2） 食物アレルギー                    （倫理委員会承認番号 4630） 

・イムノブロッド法による解析（仮性アレルゲンの否定） 

・アレルゲンとなる蛋白解析 

3) レーザー治療 

4）難治性”かゆみ”の発症機構解明と予防・治療方法の開発 

                              （倫理委員会承認番号 5293） 
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